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｢南海研だより｣と改名する

南総研センターは昨年4月より活動を開始し

たが,そのセンターは学内処置によって生れた

ものであったので,専属教官は1名にすぎず,

また正規の予算も全然無かったので　その活動

は,思うにまかせをかった｡しかし本年4月から,

文部省により｢南方海域研究センター｣として.正

式に定員化され,教授2,助手1の専属教官に

よって出発することに在った｡

センターを省令によって開設するには,学内i

に諸規則を制定し,各種の準備をととのえねば

ならをい｡それらは7月になってやっと最終的

に決定され,いよいよ具体的活動に入る段階に

なってきた｡また.センターの研究活動に参加

する謙務教官の規則も正式にきまり.学長によ

り任命され,目下の数は76名(昭和56年9月7

日現在)に達している｡大学の附竃の研究施設

中尾　佐助

として南海柵は専任教官の数は目下のところ3

名にしかすぎないが,他大学にない多数の兼務

教官を擁することは,鹿児島大学の南海研セン

ターのいちじるしい特色である｡これによって

センターは南方海域の地域研究センターとして,

学際的研究を推しすすめることができるし,学

問上広い分野にわたってカバーできることにな

る｡

南海研センターではこのようを多数の兼務教

官の研究促進のため.多数の共同研究チームづく

りをし.各チームは常時研究会をそれぞれ開いて

研究を進める体制を構想している｡このチーム

の運営及びその活動には,いわば潤滑油程度の

費用はセンターから支出できる見込みである｡

新規の教授1,助手1もこれからセンターに加

わり,いよいよ運転開始である｡

(鹿児島大学南方海域研究センター長)
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南海研だより

南方海域研究センター兼務教官名簿

56. 9. 7現在(各部局届出順)

職名 倩�kﾂ�所属講座等 ��Ykﾂ�氏名 坪��鞅Xﾜ�9��

(法文学部) 劍ｻ8��雨宮淳三 偬(�8ﾏh����hｧr�

助教授 ��9�ｨ�)u��考古学 ���河野猪三郎 �i'ｹV�yﾘｧr�

講師 ����ｩi靫r�人文地理学 ���小林昭 ��iZ�ｸｧxｷ�-�哩E�ｸｧr�

// �ｩnﾉW�ﾊ��文化人類学 梯��右隅健一 豫��ﾈ��ﾇﾈｧr�

助手 冏ｹ69;亰��考古革 ���i永浜伴紀 �6)[)y駅�ｧr�

(教育学部) 劍x��橋口勉 �i'ｸ支顗ｧr�

教授 �69�8自&｢�農業 傚Xｻ8��坂本司 

〟 傅ﾉ}�ﾔh���被服学 ���藤田晋輔｣ 

∴｢松田健一 剿ﾘ材加工 ���浜名克己 �i'ｹ}X��L��(ｧr�

(理学部) 劒X5��八尋正樹 僖ﾙ��ﾞﾉZ逢r�

教授 乘�69�ﾙk��無機化学及び分析化学 �6ﾘ4��田辺幾之助 �駢�Oy�iZ逢r�

〟 ���ﾞ(�蔗�地質及び古生物学 ���富､田裕一郎 �i'ｸ哩wｸｧr�

〟 丿���ﾔH���環境生物学 ���石畑清武 僖ﾙ����Z逢r�

助教授 ��Y,ｹuIEb�地質及び古生物学 俎X蹌�林満. 僖ﾙ��ﾞﾉZ逢r�

〟 倩Ynﾉ,2�系統分類学 傚X薰�櫛下町鉦敏 丼�(隗r�

講師 倡9�ﾉW�ﾔ��環境生物学 傚Xｻ8��岩堀修一 �ｨ���ﾇﾈｧr�

助手 伜(ﾚｩ�8ｴ2�系統分類学 仆8��小倉弘司 仄8ｼh��ﾇﾈｧr�

〟 ��Ym委iTb�地質及び古生物学 ���片山忠夫 俥ﾉZ逢r�

(医学部) 劍�ｻ8��i湯川淳一 丼�(隗r���

教授 倬ｹ�]ｲ�小児科学 傚X薰�∴＼ 衛藤威臣 

〟 �*���4餤b�脳神経外科学 傚Xｻ8��藤本滋生 

助教授 冩hｻH鴿u��公衆衛生学 忠�X蝌ｧyYB��

講師 冦依I�R�熱帯医学 仆8��柿本大電 儖y�iZ逢r�

助手 ��:�4餮b�公衆衛生学 梯��片山輝久 丶9vﾘ��ﾋ��iZ�ｸｧr�

〟 僮�=R�ノブ ���岩切成郎 俛�ﾝｸ､9vﾙ�ﾘﾟHｧr�

〟 �>��ﾉ{(爾�医動物学 �6ﾘ7R�高橋淳雄 丶9vﾘﾊxｺｹZ謁ﾘｧr�

// 冓Hｶy�xﾉ"�熱帯医学 ���秘所俊郎 丶9vﾙ�iZ逢r�

// 僥��ｩ�xﾏR�小児科学 傚Xｻ8��今井健彦 仍仞�r�

(工学部) 剪��市川英雄 ��X蝌ﾆ�8ﾆ��r�

教授 ��:�ﾗ2�建築史及び意匠 ���米盛亨 仍囘�ｧr�

〟 兀����y{｢�種子計測工学 ���手島新一 丶9vﾘ��ﾋ�亥陋ｸｧr�

(農学部) 劍6ﾘ7R�茶円正明 丶9vﾘｬ(ｦ瓜謁ﾘｧr�

教授 ��Y,ｸ粉ﾒ�家畜解剖学 梯��松田恵明 俛�ﾝｸ､9vﾙ�ﾘﾟHｧr�
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職名 倩�kﾂ�所属講座等 ��Ykﾂ�氏名 傀ｩ�鞅Xﾜ�9��

(_水産学部) 剪綾9wｹYB��

講師 牝漠�ｨﾅ)���漁法学 仆8��浦島幸世 �&隗r�

助手 倡4粕况ﾒ�海洋環境物理学 ���田川日出夫 ��iZ逢r�

ノン 俶ﾈｷｹk餤b�海洋生物学 ���大西富雄 �ｸｧr�

教授 侭[ﾙ69Jｩ�ﾂ�ー増殖生理学 ���石澤良昭 ��讓ｧr�

助手 ���(ﾞ鵜亶b�ノン ���西義郎 �?ｩgｸﾎ｢�?ｩgｸ馼���

∵i 侭nY��ﾟF��-忠--i 倆I|ﾘｻ8���町村克己 兌h峪�ﾉ}隗r�

ケ! 俥)69eﾉ,r�微生物学! ���ﾂﾆ��i68毎�����讓珖�

〟 �69(i���ﾂ�海洋資源生物化学l 倆I(b�鈴木英治 ��iZ飴ﾒ�

国技 �ﾈﾋHﾔ���歴史学 

南方海域研究センター協議会委員名簿
56. 8. 1現在

選出母体 傀ｩ�隗yYI9��氏名 僖8ｯ｢�

センター長 凵將��ｲ助 鉄b縒���ﾓSゅ2�3��

センター教官 6名 凉ﾘｧyYB�早坂祥 ���

工学部 兀����y{｢�// 

農学部 ��(畑ｷｸ�蔗�ノブ 

水産学部 舒)���ﾉ��ノン 

〟 ��ﾉ�ｨﾅ)���′' 

教養部 侭���i|x裵�〟 

各学部.教養部 9名 囘�[hｧyYB�皆村武一 白��

教育学部 俥)8ﾈｶ�u��〟 

理学部 �+y$ｨﾖｩ&｢�〟 

医学部 傴ﾈ岔W�Wb�〟 

歯学部 �仆ﾙ<H譴�〟 

工学部 �ｩ�ｨ�(爾�// 

農学部 �ﾘﾋI*ﾉ~x鴿��〟 

水産学部 仞��(諸Wb�// 

教賃部 冓h�ｸ侭�ﾘ���〟 

幹事:庶務部長･書記:庶務課文書係
※　○印は委員長又は議長を, △印は副委員長又は議長代行を示す｡

nalis
鉛筆

nalis
鉛筆



-4- 南海柳だより

南方海域研究センター小委員会委員名簿

56. 7. 6現在

氏名 仍9YI9��学内電話番号 

運営小委員会 ���ﾞ(��哩 鼎3����

片山忠夫 僞��5480 

岩切成郎 ��X蜥�6-360 

平田八郎 ���6-530 

石澤良昭 仆9wｲ�5710 

出版小委員会 �)��ﾞ(��哩 鼎3���
右隅健11,- 僞��5､410 

lII村軍蔵 ��X蜥�6-331 

田川日出夫 仆9wｲ�5770 

研究小委員会 傅ﾉ}�ﾔh���教育 �3����

片山忠夫 僞��5480 

林満 ���5107 

平田八郎 ��X蜥�6-530 

浦島幸世 仆9wｲ�5820 

56年度南海研特定研究調査隊(概要)

研究題目　主題: ｢オセアニア海域における水陸総合学術調査｣

副題: (I)オセアニアの自然

(2)オセアニアの社会･文化

(3)オセアニアの農･水産

調査目的地　フィジー諸島(ビテ-島,バヌア島をど)

調査期間(予定につき,若干変更されることもある)

56年12月12日～57年1月22日の42日間･内洋上30日間,入港12日間

鹿児島出港12月12日(土),スバ入港12月28日(局),スバ出港1月9日(土),鹿児島帰港1月22日(令)

調　査　船　｢かごしま丸｣ (1,290トン) (10月末の新造船)

兼務教官の募集人員17名

条件:(I)パスポートは各自で取得(自費)

(2)食卓料は全額支給するが,航海日当は半額プール

(3)フィジー国の陸上で自由行動に要する費用は自己負担

南海研だより　M.4　　昭和56年9月16日発行

鹿児島大学南方海域研究センター
〒890鹿児島市郡元-丁目21-24　寓話0992(54)7141 (内線) 2053
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